
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8809620007AP/20120321

( 科目コード：8809620007AP)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】物理工学演習 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・2 年次
【担当教員】

藤平 威尚
青木 利澄
五十嵐 睦夫
宇治野 秀晃
平 靖之
辻川 信二
鶴見 智
平井 宏
渡邉 直寛

【授業目標・教育方針】
量子力学，物性物理学，統計物理学の代表的な問題の理解と，典型的な解法の習得

【授業概要】
大学院入学試験で出題される量子力学，物性物理学，統計物理学の代表的な問題の演習を通じて，これらの分野でよ
く用いられる典型的な解法，テクニックに習熟する。教科書として用いる以下の問題集の第 6 編 現代物理学に収めら
れている問題から，担当者が適宜選んだものを演習で取り上げる。

【教科書・教材・参考書 等】
演習 大学院入試問題 [ 物理学 ] II 〈第 2 版〉姫野 俊一 著 ( サイエンス社 )

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
チョークと黒板（座学）

【メッセージ】
意欲的な諸君のための参考になると思われる上記の外の教科書の情報など，演習に関連する情報は基本的に上記 URL
およびその下位のウェブページでアナウンスする．

【リンク】
http://h4ujino.hp.infoseek.co.jp/

【成績評価方法】
［前期］レポート：100%，その他：成績処理法の詳細は，上記 URL を参照のこと．

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

- 1 -



群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8809620007AP/20120321

【授業計画】（授業名：物理工学演習 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 量子力学 問題 6.51--52

第 2 回 量子論，気体分子運動論 例題 6.2 問題 6.14--15

第 3 回 量子力学 例題 6.3--6

第 4 回 量子力学 問題 6.18--21

第 5 回 量子力学 問題 6.22--24

第 6 回 量子力学 問題 6.25--28

第 7 回 量子力学 問題 6.29--31

第 8 回 量子力学 問題 6.32--34

第 9 回 統計力学 例題 6.8 問題 6.3--5

第 10 回 統計力学 問題 6.6--9

第 11 回 固体物理 問題 6.43--46

第 12 回 統計力学，固体物理 問題 6.10--13 例題 6.9

第 13 回 固体物理 問題 6.35--38

第 14 回 固体物理 問題 6.39--42

第 15 回 固体物理 問題 6.47--50
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